
 

 

イタイイタイ病の教訓を海外へ発信します。 

 
イタイイタイ病資料館では海外からの来館者を積極的に受け入れております。 

１０月９日（木）には、インドネシア教育振興会から１１名が来館され、英語版の

ガイダンス映像を視聴した後、インドネシア語通訳を通して資料館の展示解説、青木

有明さんの語り部講話を聴講されました。来館された方々は、インドネシアで環境教

育発展のために活躍されている方々です。資料館では、イタイイタイ病の被害に苦し

む患者やその家族の様子、そしてその克服の歴史について理解を深められました。 

また、１０月２１日（火）には、（一財）海外産業人材育成協会＜HIDA＞の研修で

ラオスの鉱山関係者２１名が来館されました。この研修は、鉱害を防止することの重

要性を学ぶために行われているもので、資料館への見学に先立ち神岡鉱山も見学され

ました。こちらは、ラオス語の通訳を通して、展示解説と髙木良信さんの語り部を聴

講されました。語り部講話後の質問では、農地のカドミウム汚染の状況や復元の方法、

環境への影響、今日の神通川の水質など、詳しい内容にまで踏み込んで質問されてい

ました。 

資料館では、今後も海外の来館者を積極的に受け入れることにより、イタイイタイ

病の被害とその克服の歴史について海外に向けて発信していきたいと考えています。 

  

   

語り部講話の様子            展示解説の様子  

＜インドネシア教育振興会＞      ＜（一財）海外産業人材育成協会＞  

 

子どもたちの理解が深まっています。 

（課外学習サポート事業の理解度調査中間報告） 

 

 今年度も子供たち（学生含む）の資料館への来館を支援する課外学習サポート事

業を実施し、無料送迎バスを利用してこれまでに１２校・６５０名＜小学校９校、

中学校２校、大学１校＞が来館されました。この事業では、利用された子どもたち



にアンケートを実施し、子どもたちのイタイイタイ病の理解度を①発生した時期②

発生した地域③患者の症状や特徴④原因物質の４項目を中心に調査させていただい

ております。資料館では中間報告として、上半期（４月から９月）に来館された学

校の調査結果についてご紹介しています。 

 調査の結果、イタイイタイ病について知らなかった子供たちの概ね９割から、資

料館での学習を通して理解が深まったという回答を得ました。 

このことから資料館での学習がイタイイタイ病の理解に着実に結びついているこ

とを確認していますが、年度末の調査報告に向け、来館した子供たち全員の理解が

さらに深まるよう努めていきたいと考えております。 

詳しい学習効果の状況や展示室のテーマごとの分野についての調査結果について

は、資料館掲示板やホームページなどに掲載しています。是非ご覧ください。 

「資料館ホームページ」（ＵＲＬ http://itaiitai-dis.jp ） 

 

 

         

http://itaiitai-dis.jp/


 

いよいよ『第２回公害資料館連携フォーラム in 富山』が開催されます。 

 

前号でもご案内しておりましたが、１２月５日（金）～７日（日）、各地の公害教

育の取り組みを共有し、これからの「新しい公害教育」を模索する『公害資料館連

携フォーラム in 富山』がイタイイタイ病資料館を会場として開催されます。 

この資料館連携フォーラムでは、イタイイタイ病にまつわる場所を巡るフィール

ドワークや、基調講演、分科会が予定されており、公害教育についてより理解を深

めることができる内容となっております。この機会に公害教育について全国の皆さ

んと一緒になって考えてみませんか。皆様の参加をお待ちしております。 

 フォーラムへの参加（基調講演のみの場合も含む。）には事前申込みが必要です。

ご注意ください。 

〇申込先、問い合わせ先 

公害資料館ネットワーク事務局：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団） 

（電話番号）06-6475-8885 （FAX）06-6478-5885 

「あおぞら財団ホームページ」（ＵＲＬ http://aozora.or.jp/ ） 

 

 

   

 

 
 

http://aozora.or.jp/

